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２年間お世話になります
　

本
町
の
駐
在
嘱
託
員
は
32
名

で
す
。
地
区
の
ま
と
め
役
と
し

て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
か
ら
の
回
覧
文
書

等
の
配
布
や
、
町
へ
の
提
出
文

書
を
取
り
ま
と
め
て
い
た
だ
く

な
ど
行
政
上
の
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

住
民
の
み
な
さ
ま
方
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

今
回
勇
退
さ
れ
た
方
々
は
次

の
と
お
り
で
す
。

大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た

【
敬
称
略
】

本
田
貴
一
郎
（
村
山
）、
林
明

（
森
）、
津
留
勇
雄
（
津
留
）、
勝

木
富
昭
（
洗
川
・
大
村
）、
楢
木

野
繁
英
（
中
原
）、宇
藤
元
喜
（
色

見
１
）、
岩
下
節
夫
（
色
見
２
）、

工
藤
官
城
（
菅
山
）、
甲
斐
世
津

雄
（
中
）、田
上
寅
光
（
津
留
１
）、

古
澤
慶
男
（
津
留
２
）、
瀬
井
義

雄
（
野
尻
２
）、
濱
原
龍
喜
（
尾

下
１
）、
首
藤
光
一
（
尾
下
２
）、

吉
良
山
慶
巳
（
河
原
１
）、
白
石

徳
男
（
河
原
２
）

地区の　駐在嘱託員さん新し
い

新し
い
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